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短報

常願寺川河口で観測された雷気楼

吉村博儀

富山市科学文化センター

富山湾で，春から初夏にかけ上暖下冷の空

気層を通して見える，いわゆる春の匡気楼は

その観測の多くが魚津市とその周辺地域に限

られている。筆者はこの現象を富山市横越地

区の常願寺川河口左岸で観測できたので報告

する。

昭和61年4月14日，この日の最高気温は富

山市で2i.re,風も弱くいわゆる屋気楼日和

であった。午後1時30分頃魚津から滑川方面

にかけて像が伸び始め同50分頃には実像の上

に倒立の虚像ができ始めた。さらに午後2時

過ぎには滑川方面の見透しが大変よくなり，

いわゆる3像の匡気楼に成長したが（写真L

3)10分後には像が伸びるだけになり，やが

て消滅した。その後，午後3時過ぎまで魚津

方向に屋気楼を観測できた。
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蚕気楼現象は4月18日(写真5），5月8日

及び5月13日にも近くの富山市浜黒崎地区で

筆者によって観測された。

常願寺川河口とその周辺での観測記録があ

まりない理由として，対岸の魚津・滑川にか

けては山が海岸線までせまっていて，景色が

独立して見えにくいため唇気楼ができても確

認しにくいことがあげられる。

一方，冬に上冷下暖の空気層を通して見え

るいわゆる冬の匡気楼も筆者によって昭和65

年の12月18日から61年の3月4日にかけて当

地で計8回観測された。また，5月23日には

富山市浜黒|崎地区で観測された(写真6）。こ

の現象は実像の下に倒立の虚像ができるもの

で，春の冨気楼と比較して長時間観測可能で

ある。
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吉村博儀

写真2：屋気楼がないときの滑川市街方向写真1：滑川市街方向の蚕気楼
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写真4：屋気楼がないときの滑川漁港方向写真3
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滑川漁港方向の唇気楼

鴬溌叩 蕊騨

錘

癖鍵総 嶋"卿鋤噌冒司霧了

蕊簿

“;恋』…､

灘霧
哉
僻

弔
問

写真6：生地方向の冬の屋気楼写真5：岩瀬方向の船の屋気楼
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